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2023 年度 事 業 報 告 書 

 

 

 

１ 海外看護研修助成－長期海外看護研修－（公募事業） 

 

 看護師・助産師・保健師の資格を有する者であって一定の英語力を有するものを対象として、2

週間の研修に要する研修費、宿泊費、往復航空運賃等を全額助成する。 

新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により 2019年（令和元年）度の実施を最後に延期され

てきたが、2023年 9月、4年ぶりに以下のとおり実施した。 

 

（1）研修先  

アメリカ合衆国ミネソタ州ロチェスター メイヨークリニック 

 

（2）研修者 

次の 5名を派遣した。 

稲野 仁美  （富山県済生会高岡病院 富山大学大学院） 

坂内 光子  （公益財団法人神奈川県結核予防会） 

樽本 むいな（医療法人社団時正会佐々総合病院） 

西谷 遊子  （国立がん研究センター中央病院） 

渡邊 菜々子（大阪医科薬科大学病院） 

（敬称略 別紙「事業報告に関する附属明細書」参照） 

 

（3）研修期間 

 2023年 9月 16日（土）～10月 1日（日）  

 

 

 

２ 看護研究助成（公募事業） 

 

   医療機関等で実際に看護等の業務に携わっている看護師・助産師・保健師の資格を有する者また

はその者を代表研究者とするグループを対象として、1件当たり 100万円を限度として助成する。 

 

2023年(令和 5年)度は、次の者が代表研究者である研究 9件に対し助成した。 

 天谷 佳恵 （福井大学医学部附属病院 福井大学大学院） 

石川 博隆 （国際医療福祉大学成田病院） 

岩井 真奈美（医療法人社団公仁会大和成和病院 湘南鎌倉医療大学大学院） 

木下 紀道 （国立病院機構名古屋医療センター 愛知医科大学大学院看護学研究科） 

坂井田 綾子（医療法人豊田会刈谷豊田総合病院 日本赤十字豊田看護大学大学院） 

髙山 温子 （東京大学医学部附属病院 東北大学大学院） 

筒井 千春 （神戸掖済会病院 兵庫県立大学大学院看護学研究科） 

原 健太朗 （国立病院機構長崎医療センター 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科） 

吉村 美音 （東京医科大学病院 東京医科大学社会人大学院） 

（敬称略 別紙「事業報告に関する附属明細書」参照） 
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３ 専門看護師奨学金助成（公募事業） 

 

   看護系大学大学院専門看護師教育課程の最終年次進級予定者に対して、1件当たり年額 60万円の

助成を行う。2022年（令和 4年）度までは、2年コースの教育課程履修者に助成対象者を限ってき

たが、2023年度は、3年以上の教育課程履修者にも助成対象を拡大した。 

 

2023年度は、次の 10 名に対して助成を行った。 

浅田 夏樹  （東海大学大学院） 

北野 美佐子 （大阪医科薬科大学大学院） 

倉橋 美岬   （東北大学大学院） 

黒田 靖子  （川崎医療福祉大学大学院） 

坂井 理恵  （日本赤十字看護大学大学院） 

佐藤 央    （東京医科歯科大学大学院） 

西田 風   （日本赤十字広島看護大学大学院） 

藤本 紗也加 （長野県看護大学大学院） 

古谷 桂子  （聖路加国際大学大学院） 

宮前 真幸  （神戸市看護大学大学院） 

（敬称略 別紙「事業報告に関する附属明細書」参照） 

 

 

 

４ 看護に関する講演会 

 

本講演会は、2022年（令和 4年）度に続きウェブ形式により実施した。この企画・立案には、こ

れまで当財団の助成を受け、現在看護の第一線で活躍されている方々にもアドバイザリーボードの

メンバーとして参画いただいた。 

 

講演会の概要は、以下のとおりである。 

（1）日 時 オンデマンド配信   2023年 10月 21日（土）～11月 23日（木） 

（2）テーマ 『意思決定支援の本質に迫る 

－その人らしい生き方を支えるために看護は何ができるのか－』 

（3）内 容  

① 開会のご挨拶 当財団代表理事木村憲司（パラマウントベッド㈱取締役相談役） 

② シンポジウム 

講演１ 演題「意思決定支援のプロセスと看護師の役割」 

講師 田村恵子氏（大阪歯科大学 医療イノベーション研究推進機構  

事業化研究推進センター 地域医療等連携部門 専任教授 

がん看護専門看護師） 

講演２ 演題「暮らしの中で、その人らしい意思決定を支えるために」 

講師 紅谷浩之氏（医療法人社団オレンジ 理事長） 

講演３ 演題「暮らしの中で療養する人々を支える～がんと共に歩む人々の声を聴き 

ながら～」 

講師 秋山正子氏（認定 NPO法人マギーズ東京 共同代表理事・同センター長） 

河野順氏（マギーズ東京利用者） 
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パネルディスカッション  

演題「意思決定支援の本質に迫る」 

パネリスト 同上講師 4氏 

講演４ 演題「The Art of Nursing : Meeting the Needs of Patients with Serious 

Illness」 日本語字幕付 

                          看護のアート：重症患者のニーズを満たす 

           講師 Ms. Sarah Valinski, RN, BSN, CHPN, Palliative Care 

                          Ms. Ellen Wild, RN, BSN, CHPN, Palliative Care 

                          Department of Nursing, Mayo Clinic, Rochester, MN 

 

（4）視聴者数 1,990名 

 

 

 

５ 刊行物の発行・配布 

 

 （1）看護研究集録 30 

2023年 7月、800部を刊行し、全国の看護系大学及び主要な病院に配布した。 

 

（2）2022年度ウェブ講演会の記録 

2023年 8月、1,000部を刊行し、全国の看護系大学及び主要な病院に配布した。 

 

なお、海外看護研修は 2022年度に実施していないため、当該レポートは作成していない。 

 

 

 

６ 海外看護研修オリエンテーション等 

 

（1）海外看護研修者に対するオリエンテーション 

    2023年 7月 7日（金）、都内会議室で研修者 5名に対するオリエンテーションを実施した。 

 

（2）海外看護研修報告会 

2023年 12月 15日（金）、都内会議室で理事、評議員らが出席のもと、研修者 5名が研修の成

果を報告した後、質疑応答を行った。 

 

（3）2024年(令和 6年)度の助成事業に対する公募及び応募に関する対応 

① 当財団は、2024 年度の助成事業について、2023年 11月 10日(金)から 2024年 1月 18日

(木)までを受付期間として公募を行うとともに、応募に関する問い合わせに対応した。 

② 公募実施に関するお知らせは、当財団ホームページに掲示するとともに、看護関係団体のホ

ームページや看護専門誌の情報提供欄に掲載いただいた。 

③ 2023年 11月中旬に全国の約 1,500の主要病院や大学等に募集要綱を送付するとともに、こ

れまで当財団の助成を受けた方々およびウェブ講演会申込者に案内メール（約 3,400件）を

一斉送信した。 

 

以上 



   　　 ３　専門看護師奨学金助成対象者名簿

２０２３ 年 度

事業報告に関する附属明細書

    　　１　海外看護研修助成対象者名簿

    　　２　看護研究助成対象者名簿

 



 

敬称略　五十音順

氏名 勤務先 職名

稲野
い な の

　仁美
ひ と み

富山県済生会高岡病院

富山大学大学院

助産師
（看護師・助産師・保健師）

博士後期課程

坂内
さかうち

　光子
みつこ

※１ 公益財団法人神奈川県結核予防会
保健師・主任

（保健師・看護師）

樽本
たるもと

　むいな 医療法人社団時正会佐々総合病院
助産師

（看護師・助産師・保健師）

西谷
にしたに

　遊子
ゆ う こ

国立がん研究センター中央病院
副看護師長
（看護師）

渡
わたなべ

邊　菜々子
な な こ

大阪医科薬科大学病院
看護師

（看護師・保健師）

１　　2023年度　海外看護研修助成対象者名簿

メイヨークリニック　５名　

※１　坂内光子氏は、2020年度海外看護研修予定者。2020年度から2022年度まで新型コロナウイルス感染の
　　　影響により研修が中止となったため、再開後の2023年度に参加。

※2　2023年度に採択された久富芳弥氏は、本人から辞退の申出があり不参加。
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敬称略　五十音順

単位：万円

研究代表者
氏名

勤　　務　　先 職　名 研　究　課　題 申込額 査定額

天谷
あまや

　佳恵
よしえ 福井大学医学部附属病院

福井大学大学院
副看護師長
修士課程1年

排尿日誌に対する患者の負担感を軽減するため
の排尿日誌自動記録システムの検証

100 84.0

石川
いしかわ

　博隆
ひろたか

国際医療福祉大学成田病院 看護師
集中治療室における高頻度胸壁振動法
（HFCWO)を用いた看護師主導の排痰援助の効
果

34.5 34.5

岩井
いわい

　真奈美
まなみ

医療法人社団公仁会大和成和病
院
湘南鎌倉医療大学大学院

看護師
博士課程1年

急性重症患者をケアする看護師の倫理的感受性
尺度の妥当性・信頼性の検証

99.6 70.0

木下　紀道
きのした　きどう

国立病院機構名古屋医療センター
愛知医科大学大学院看護学研究
科

副看護師長
修士課程1年

COVID-19パンデミック初期において看護師が認
識した看護管理者のリスクコミュニケーションに関
する実態調査

32.2 26.2

坂井田　綾子
さかいだ    　あやこ

医療法人豊田会刈谷豊田総合病
院
日本赤十字豊田看護大学大学院

助産師
博士課程1年

産褥早期の授乳方法が睡眠と抑うつに及ぼす影
響の検討

100 80.0

髙山　温子
たかやま    　あつこ 東京大学医学部附属病院

東北大学大学院
看護師

博士課程1年

日本語版Pediatric Intensive Care Unit-Quality
of Dying and Death(PICU-QODD-J)の信頼性・
妥当性の検証、および我が国の小児集中治療室
における終末期の質の実態と関連要因の探索

93.7 90.0

筒井
つつい

　千春
ちはる

神戸掖済会病院
兵庫県立大学大学院看護学研究
科

看護師
博士課程4年

心不全患者における倦怠感のマネジメントを支援
する看護ケアプログラムの開発

38.3 38.3

原　健太朗
はら     　けんたろう

国立病院機構長崎医療センター
長崎大学大学院医歯薬学総合研
究科

手術看護
認定看護師
博士課程3年

全身麻酔下側臥位手術患者における術前皮膚
状態と術後皮膚障害・褥瘡発生の関連

100 80.0

吉村　美音
よしむら   　みね 東京医科大学病院

東京医科大学社会人大学院

手術看護
認定看護師
博士課程2年

周術期褥瘡発生リスクアセスメント・スケールの開
発-第1報　周術期褥瘡発生要因の抽出-

100 50.0

698.3 553.0合　　　　計

２　　2023年度　看護研究助成対象者名簿

　9件　553万円
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１０名

敬称略　五十音順

氏　　　名 大　　学　　院　　名 専 門 分 野

浅田
あさだ

　夏樹
なつき

東海大学大学院 家族支援

北野
きたの

　美佐子
みさこ

大阪医科薬科大学大学院 老人看護

倉橋
くらはし

　美岬
みさき

東北大学大学院 がん看護

黒田
くろだ

　靖子
やすこ

川崎医療福祉大学大学院 がん看護

坂井
さかい

　理恵
りえ

日本赤十字看護大学大学院 在宅看護

佐藤
さとう

　央
あきら

東京医科歯科大学大学院 急性・重症患者看護

西田
にしだ

　風
かぜ

日本赤十字広島看護大学大学院 小児看護

藤本
ふじもと

　紗也加
さやか

長野県看護大学大学院 がん看護

古谷　桂子
ふるや　　　　けいこ

聖路加国際大学大学院 慢性疾患看護

宮前　真幸
みやまえ　　　まゆき

神戸市看護大学大学院 がん看護

３　　2023年度　専門看護師奨学金助成対象者名簿
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